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まず property Tの定義からはじめる。

定義 0.1. 可算離散群Gが property Tを持つことは、次を満たすような
有限個の元 g1, g1, · · · , gn ∈ Gと正の数K, εが存在することと定義する：
もしGのユニタリ表現 πと単位ベクトル ξが supi=1,··· ,n ||π(gi)ξ − ξ|| < ε

を満たしたとすると、任意の g ∈ Gに対して

||π(g)ξ − ξ|| ≤ K sup
i=1,··· ,n

||π(gi)ξ − ξ||

が成立する。

上の定義は正確には property Tの定義のひとつのいいかえであるが、
本講演ではこれを定義として採用することにする。property Tについて
より詳しく知りたい方は [6][7] などを参照してください。

例 0.2. SL(n, Z)、Z
n

o SL(n, Z)（共に nは３以上）、有限群は property

Tを持つ

以下Gを可算離散 property T群であるとする。さらに ICC であること
も仮定する。Gの regular representation が生成する II1型因子環をL(G)

で表す。上の定義の主張していることは、もし ξが π(g1), · · · , π(gn)でだ
いたい不変ならば、実は π(G)の全ての元にたいして一様にだいたい不変
になることである。このことから L(G)上の写像列が各点収束している
と、実は一様収束しなければならないことなどがでる（注：写像がなん
でもよいわけではない）。この強烈な性質によって L(G)は様々な特殊な
性質を持つ。それら（のごく一部）を解説するのが本講演の目的である。

定理 0.3 ([1]). Int(L(G))は clopen

系 0.4 ([1]). Out(L(G))は高々可算集合

定理 0.5 ([1]). L(G)の基本群は高々可算

定理 0.6. L(G)上の自己同型の列 {αn}nが自己同型 α にトレース２ノル
ムに関して各点収束しているとすると、実は一様に収束する（注：この
定理はより一般に完全正値写像の列についても成立する）

他にもいろいろあるが、時間が許せば触れたいと思う。
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